










■事業概要

一般国道８号 坂東交差点立体化の整備推進

■事業経緯

■平成２０年度事業の内容

■事業効果

富山県射水市

坂東交差点立体化事業は、朝夕の交通渋滞

が顕著な富山高岡バイパス坂東交差点の交通

渋滞を緩和することを目的に富山県射水市沖

塚原から同市川口間の延長１.１kmを立体化

する事業です。

富山高岡バイパスは昭和６２年度に全線供用

しています。その後交通渋滞の著しい下田交差

点等の立体化を順次行い、平成１８年度より坂

東交差点の立体化に着手しています。

平成２０年度は、用地買収を推進すると伴に、現道交通を切り回しする為の改
良工事を推進します。

坂東交差点立体化

当該事業の整備により、朝夕時の通勤車両等による慢性的な交通渋滞が解消され、
富山方面の通過が約7分短縮される見込みです。年間の二酸化炭素（CO2）排出量
が約８００ｔ削減（約２割削減）されます。また、事業区間内の交通事故が大幅減
少することが期待され、通過交通の安全性が向上します。
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■事業概要

一般国道３５９号 砺波東バイパスの整備推進

■事業経緯

■平成２０年度事業の内容

■事業効果

富山県砺波市

砺波東バイパスは、歩道がなく、幅員が狭小な区間

や冬期間の積雪等による交通障害の解消を目的とする、

砺波市栴檀野芹谷から高道に至る延長６．１ｋｍのバ

イパス事業です。

平成９年度に事業及び用地買収に着手し、平成１

０年度に工事着手しています。以来、平成１５年度

までに砺波市久泉から高道間（Ｌ＝２.３ｋｍ）が暫

定２車線供用しています。

平成２０年度は、となみ野大橋（Ｌ＝４０９ｍ）を含む砺波市頼成から久泉間の
改良工事を推進します。

現在、歩道がなく、道路幅員が狭小なため、冬期間の積雪等による交通障害が発生
している区間を解消し、信頼性の高い道路ネットワークを形成します。
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■事業概要

一般国道８号 滑川富山バイパスの４車線化整備推進

■事業経緯

■平成２０年度事業の内容

■事業効果

富山県滑川市、上市町、富山市

滑川富山バイパスは、一般国道８号の滑川市から

富山市間の交通渋滞の緩和を目的とする、富山県滑

川市稲泉から富山市金泉寺に至る延長１０.５ｋｍの

４車線バイパス事業です。

滑川富山バイパスは昭和６３年度までに全線暫定２

車線供用し、その後、平成１３年度までに上市町久金

から富山市金泉寺間５.６ｋｍの４車線化を行いました。

平成１５年度の魚津滑川バイパスの全線開通（暫定

２車線供用）以降、交通量の増大により暫定２車線区

間において著しい渋滞が発生していることから平成１

９年度より４車線化の工事に着手しています。

平成２０年度は、上市川橋（Ｌ＝８７ｍ）の下部工事を推進するとともに、上市
川橋の上部工事に着手します。

残る区間の整備により、旅行速度の向上が見込まれ、年間の渋滞損失時間20.6万人
時間（約５割）が削減され、二酸化炭素（CO2）排出量は年間２,９００ｔ（約１割）
削減されます。
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■事業概要

一般国道１５６号 小牧トンネルの路面補修事業

■事業経緯

■平成２０年度事業の内容

富山県砺波市庄川町

小牧トンネルは、延長１１８ｍの２車線
のトンネルで、1968年（昭和43年）に
完成してから39年が経過しており、路面
にひび割れが多く、交通に大きな支障を
及ぼす恐れがあります。
このため、路面補修を行い、安全で円滑
な交通を確保します。

平成２０年度事業化。

平成２０年度は、コンクリート舗装の打
換えを実施し、補修を完了させます。

■事業効果

地震等災害時の緊急輸送道路の機能を良
好に保全し、安全で円滑な交通を確保し
ます。

小牧トンネル
路面補修事業

路面ひび割れ状況 路面ひび割れ状況

小牧トンネル内 全景
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■事業概要

計画的な橋梁補修事業の推進

（一般国道８号 小川橋）

■事業経緯

■平成２０年度事業の内容

富山県朝日町～入善町

富山県内の直轄国道には、 橋長２m以上
の橋梁が３７９橋あります。橋梁の定期
点検は５年サイクルで実施しており、損
傷が確認された橋梁については、その重
要度に応じ、橋梁の保全と長寿命化を図
るため、計画的な補修を実施します。

平成１９年度末までに２７３橋の定期点検を実施し、補修が必要と判断された橋梁
について計画的に補修を行っています。

平成２０年度も引き続き定期点検を実施すると共に、補修が必要と判断された橋梁の

うち、優先度の高いものから５６橋の補修を実施します。

■代表事例

直轄道路として、幹線道路及び地震等災
害時の緊急輸送道路の機能を良好に保全
し、安全で円滑な交通を確保します。

支承の腐食状況

小川橋 全景

床版にひび割れや遊離石灰を伴う漏水

小川橋
橋梁補修事業

お がわばし

おがわ

一般国道８号小川橋は、建設後４５年が

経過しており、老朽化が著しいことから、

損傷箇所の工事（支承の塗装塗替えや床

版補修等）を実施し、補修を完了させま
す。

■事業効果



■事業概要

一般国道１５６号 金屋自歩道の整備推進

■事業経緯

■平成２０年度事業の内容

■事業効果

当該事業の整備により、歩行者や自転車通行の安全性が向上すると伴に、冬期積雪時
におけても、交通事故の防止や円滑な道路交通が図られます。

富山県砺波市

一般国道１５６号富山県砺波市金屋地先は、通
学路にもかかわらず、自歩道が無い区間です。
このため、自転車歩行者は車道路肩を通行する
状況であり、更に冬期積雪期は、堆雪により車
道部を通行するしかない危険な状態で有るため、
自転車歩行者道の新設および堆雪帯としての路
肩拡幅を行い、自転車・歩行者が冬期も含め安
全・安心して通行できる道路を整備します。

平成１３年度に事業着手し、設計協議を行い、
平成１５年度から用地買収に着手。平成１７
年度から工事着手しています。

平成２０年度は前年度に引き続き、用地買収及び工事を推進します。

冬期間の状況(岐阜方面から高岡方面を望む） 児童の通学状況(高岡方面から岐阜方面を望む）

金屋自歩道



■事業概要

一般国道４１号 荒川・新庄町電線共同溝の整備推進

■事業経緯

■平成２０年度事業の内容

富山県富山市

荒川・新庄町電線共同溝は、都市景観の
向上及び都市災害の防止を目的とした、
一般国道４１号上下線延長約２．５ｋｍ
の事業です。また、電線共同溝とあわせ
てバリアフリー化を進め、誰もが安全で
快適に通行できる歩行空間を確保します。

平成１９年度に新規事業箇所として上り線を整備。（道路延長約Ｌ＝１,２３０ｍ）

平成２０年度は、昨年度に引
き続き、田中町交差点～新庄
交差点間下り線の電線共同溝
本体工事を推進し、全区間を
完成させます。 H20整備
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＜R４１号 田中町から荒川方面を望む＞

富山市民プール

荒川・新庄町電線共同溝

■事業効果

都市景観の向上、災害時の安定し
た電力供給や情報ネットワークの
確保を図ると共に、安全で快適な
歩行空間を確保します。




